
◎記録に残す評価
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㋐⽣物の共通性と多様性

㋑⽣物とエネルギー

②⽣物の共通性の由来

①⽣物の多様性と共通性

6

(1)⽣物の特徴
(ｲ)遺伝⼦とその働

き

4

5

知識・技能

遺伝⼦とその働きについて、遺伝情報とDNA,遺
伝情報とタンパク質の合成の基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けてい
る。

思考
判断
表現

遺伝⼦とその働きについて、観察、実験などを通
して探究し、遺伝⼦とその働きの特徴を⾒いだし
て表現している。

7 主体的に学習
に取り組む態

度

遺伝⼦とその働きに主体的に関わり、⾒通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探求し
ようとしている。

㋐遺伝情報とDNA

㋑遺伝情報とタンパク質の合
成

①遺伝情報とタンパク質

②DNAの複製と分配

主体的に学習
に取り組む態

度

⽣物の特徴に主体的に関わり、⾒通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探求しようとし
ている。

思考
判断
表現

⽣物の特徴について、観察、実験などを通して探
究し、多様な⽣物がもつ共通の特徴を⾒いだして
表現している。

③遺伝⼦とゲノム

単元テスト

単元テスト

ワークシート
【実験】酵素カタラーゼの働き 実験プリント・授業観察

単元テスト

①⽣物とエネルギー
ワークシート
⼩テスト

【実験】DNAの抽出 実験プリント・授業観察

ワークシート
ワークシート

（３）⽣物や⽣物現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度と、⽣命を尊重し、⾃然環境の保全に寄与する態度を養う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

評価⽅法

(1)⽣物の特徴
(ｱ)⽣物の特徴

ワークシート

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

【観察】様々な⽣物の観察 実験プリント・授業観察
知識・技能

⽣物の特徴について、⽣物の共通性と多様性、⽣
物とエネルギーの基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を⾝に付けている。

ワークシート

4

4

ワークシート
ワークシート

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 ⽣物基礎 単位数 2 学科・コース 普通科 学年 1 クラス １・２組 校⻑検印

教科書
（出版社）

⾼等学校 ⽣物基礎 （第⼀学習社） 教頭検印

⽬ 標

【演習】遺伝暗号表の読み取り 実験プリント・授業観察

ワークシート
ワークシート

【演習】DNA分⼦モデル作成 実験プリント・授業観察
ワークシート

【観察】細胞周期の時間推定 実験プリント・授業観察
⼩テスト
ワークシート
ワークシート
ワークシート

⽣物や⽣物現象に関わり、理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ、⾒通しをもって観察、実験を⾏うことなどを通して、⽣物や⽣物現象を科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次の通り育成することを⽬指す。

（１）⽇常⽣活や社会との関連を図りながら、⽣物や⽣物現象について理解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を⾝につけるようにする。【知識及び技能】
（２）観察、実験などを⾏い、科学的に探究する⼒を養う。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】

ワークシート
ワークシート
単元テスト

2

②代謝とATP 3

②転写と翻訳

①遺伝⼦の本体と構造

3

2

2

2

ワークシート

3
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3

⽣態系とその保全について、観察、実験などを通
して探究し、⽣態系における⽣物の多様性及び環

境との関係性を⾒いだして表現している。

思考
判断
表現

②⼈間活動による⽣態系への影響

単元テスト

3

①⽣体防御

②⾃然免疫

10

③獲得免疫㋐免疫の働き

思考
判断
表現

神経系と内分泌系による調節について、観察、実
験などを通して探究し、神経系と内分泌系による
調節の特徴を⾒いだして表現している。

主体的に学習
に取り組む態

度

9
(2)ヒトの体の調節
(ｱ)神経系と内分泌

系による調節

知識・技能

神経系と内分泌系による調節について、情報の伝
達、体内環境の維持の仕組みの基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けてい
る。

【実験】⼼拍数の測定 実験プリント・授業観察
ワークシート

㋐情報の伝達

㋑体内環境の維持の仕組み

①恒常性と神経系

②恒常性と内分泌系

ワークシート

免疫に主体的に関わり、⾒通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探求しようとしてい
る。

①植⽣と環境の関わり

ワークシート

単元テスト

ワークシート

ワークシート

思考
判断
表現

免疫について、観察、実験などを通して探究し、
免疫の働きの特徴を⾒いだして表現している。

ワークシート
【演習】免疫の流れ 実験プリント・授業観察

ワークシート

単元テスト

【考察】⾎糖濃度とホルモン ワークシート・授業観察
ワークシート
ワークシート

単元テスト
⑤免疫と⽣活
単元テスト

ワークシート
ワークシート
ワークシート
ワークシート

④⾃然免疫と獲得免疫の特徴

思考
判断
表現

植⽣とその遷移にについて、観察、実験などを通
して探究し、植⽣と環境との関係性を⾒いだして
表現している。

ワークシート
【観察】先駆種の観察 実習プリント・授業観察

(3)⽣物の多様性と
⽣態系

(ｱ)植⽣と遷移

知識・技能

植⽣とその遷移について、基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を⾝に付けている。

ワークシート
ワークシート

【実習】森林の階層構造 実習プリント・授業観察

単元テスト
⼩テスト

③遷移とバイオーム

ワークシート
植⽣とその遷移に主体的に関わり、⾒通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学的に探求しよう
としている。

㋐植⽣と遷移

ワークシート
ワークシート

ワークシート
ワークシート

主体的に学習
に取り組む態

度

㋐⽣態系と⽣物の多様性

⽣態系とその保全に主体的に関わり、⾒通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探求し
ようとしている。

ワークシート
ワークシート

ワークシート
ワークシート

②⽣態系における⽣物どうしの関わり3

2

○ ワークシート

○ ワークシート

②⾎液凝固

①体内環境を調節する仕組み

単元テスト

①⽣態系の成り⽴ち

①⽣態系の変動と安定性

主体的に学習
に取り組む態

度

ワークシート

㋐⽣態系と⽣物の多様性

ワークシート・授業観察

(3)⽣物の多様性と
⽣態系

(ｲ)⽣態系とその保
全

知識・技能

⽣態系とその保全について、⽣態系と⽣物の多様
性、⽣態系のバランスと保全の基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けてい
る。

2

2

◎ ○ ○ ワークシート・授業観察 1

2

3

4

2

ワークシート

3

3

3

3

3

3

単元テスト

ワークシート
【考察】環境問題

知識・技能

免疫について、基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探求するために
必要な観察、実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を⾝に付けている。

神経系と内分泌系による調節に主体的に関わり、
⾒通しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探求しようとしている。

主体的に学習
に取り組む態

度

11

②遷移のしくみ

1

2

12

(2)ヒトの体の調節
(ｲ)免疫



◎記録に残す評価
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遺伝⼦とその働きに主体的に関わり、⾒通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探求し
ようとしている。

㋐遺伝情報とDNA

㋑遺伝情報とタンパク質の合
成

①遺伝情報とタンパク質

単元テスト

ワークシート
【実験】酵素カタラーゼの働き 実験プリント・授業観察

ワークシート
ワークシート

【演習】DNA分⼦モデル作成 実験プリント・授業観察
ワークシート

【観察】細胞周期の時間推定 実験プリント・授業観察
⼩テスト

②代謝とATP

単元テスト
1

㋐⽣物の共通性と多様性

㋑⽣物とエネルギー

②⽣物の共通性の由来

①⽣物の多様性と共通性

6

(1)⽣物の特徴
(ｲ)遺伝⼦とその働

き

4

5

知識・技能

遺伝⼦とその働きについて、遺伝情報とDNA,遺
伝情報とタンパク質の合成の基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けてい
る。

思考
判断
表現

遺伝⼦とその働きについて、観察、実験などを通
して探究し、遺伝⼦とその働きの特徴を⾒いだし
て表現している。

7 主体的に学習
に取り組む態

度

5

5

ワークシート
ワークシート

ワークシート
⼩テスト

【実験】DNAの抽出 実験プリント・授業観察
【観察】ミクロメーターの使い⽅ 実験プリント・授業観察

【考察】脊椎動物の共通性 ワークシート・授業観察

3

評価⽅法

(1)⽣物の特徴
(ｱ)⽣物の特徴

ワークシート

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

【観察】様々な⽣物の観察 実験プリント・授業観察

知識・技能

⽣物の特徴について、⽣物の共通性と多様性、⽣
物とエネルギーの基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を⾝に付けている。

ワークシート

ワークシート
ワークシート

主体的に学習
に取り組む態

度

⽣物の特徴に主体的に関わり、⾒通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探求しようとし
ている。

思考
判断
表現

⽣物の特徴について、観察、実験などを通して探
究し、多様な⽣物がもつ共通の特徴を⾒いだして
表現している。

教科書
（出版社）

⾼等学校 ⽣物基礎 （第⼀学習社） 教頭検印

⽬ 標

⽣物や⽣物現象に関わり、理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ、⾒通しをもって観察、実験を⾏うことなどを通して、⽣物や⽣物現象を科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次の通り育成することを⽬指す。

（１）⽣物学における基本的な概念、原理・法則などについての系統的な理解を深め、科学的に探求するために必要な知識や技能を⾝に付けるようにする。【知識及び技能】
（２）⽣物や⽣物現象に関して、観察、実験などを⾏い、科学的に探究する⼒を養う。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】
（３）⾃然に関する関⼼を⾼め、事物・現象を科学的に探求しようとする態度を養う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理数 科⽬名 理数⽣物 単位数 3 学科・コース 理数科 学年 1 クラス ３組 校⻑検印

4

5

3

4

3
ワークシート
ワークシート
単元テスト

ワークシート
ワークシート

4

②転写と翻訳

①遺伝⼦の本体と構造

②DNAの複製と分配

ワークシート
【演習】遺伝暗号表の読み取り 実験プリント・授業観察

ワークシート

①⽣物とエネルギー

③遺伝⼦とゲノム

単元テスト
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①⽣体防御

②⾃然免疫

10

㋐免疫の働き

9
(2)ヒトの体の調節
(ｱ)神経系と内分泌

系による調節

知識・技能

神経系と内分泌系による調節について、情報の伝
達、体内環境の維持の仕組みの基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けてい
る。

神経系と内分泌系による調節に主体的に関わり、
⾒通しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探求しようとしている。

㋐情報の伝達

㋑体内環境の維持の仕組み

①恒常性と神経系

②恒常性と内分泌系

ワークシート

ワークシート
ワークシート

ワークシート
ワークシート

主体的に学習
に取り組む態

度

思考
判断
表現

神経系と内分泌系による調節について、観察、実
験などを通して探究し、神経系と内分泌系による
調節の特徴を⾒いだして表現している。

(2)ヒトの体の調節
(ｲ)免疫

知識・技能

免疫について、基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探求するために
必要な観察、実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を⾝に付けている。

ワークシート
ワークシート
ワークシート

ワークシート

ワークシート

思考
判断
表現

免疫について、観察、実験などを通して探究し、
免疫の働きの特徴を⾒いだして表現している。

③獲得免疫

⑤免疫と⽣活
単元テスト

【考察】⾎糖濃度とホルモン

(3)⽣物の多様性と
⽣態系

(ｱ)植⽣と遷移

知識・技能

植⽣とその遷移について、基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を⾝に付けている。

ワークシート
ワークシート

【実習】森林の階層構造 実習プリント・授業観察

ワークシート

思考
判断
表現

植⽣とその遷移にについて、観察、実験などを通
して探究し、植⽣と環境との関係性を⾒いだして
表現している。

ワークシート
【観察】先駆種の観察 実習プリント・授業観察

⼩テスト

(3)⽣物の多様性と
⽣態系

(ｲ)⽣態系とその保
全

知識・技能

⽣態系とその保全について、⽣態系と⽣物の多様
性、⽣態系のバランスと保全の基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けてい
る。

ワークシート
ワークシート

ワークシート
ワークシート

主体的に学習
に取り組む態

度

ワークシート

㋐⽣態系と⽣物の多様性

㋐⽣態系と⽣物の多様性

⽣態系とその保全に主体的に関わり、⾒通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探求し
ようとしている。

ワークシート
ワークシート

単元テスト

ワークシート
ワークシート

植⽣とその遷移に主体的に関わり、⾒通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学的に探求しよう
としている。

ワークシート

①⽣態系の成り⽴ち

単元テスト

免疫に主体的に関わり、⾒通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探求しようとしてい
る。

③遷移とバイオーム

単元テスト

④⾃然免疫と獲得免疫の特徴

3

2

○ ワークシート

○
ワークシート

②⾎液凝固

①体内環境を調節する仕組み

3

11

②遷移のしくみ

1

2

12

主体的に学習
に取り組む態

度

主体的に学習
に取り組む態

度

①⽣態系の変動と安定性

②⽣態系における⽣物どうしの関わり

単元テスト

ワークシート
【考察】環境問題 ワークシート・授業観察

4

ワークシート
【演習】免疫の流れ 実験プリント・授業観察

4

4

◎ ○ ○ ワークシート・授業観察 2

実験プリント・授業観察
ワークシート

単元テスト

【実験】⼼拍数の測定

⽣態系とその保全について、観察、実験などを通
して探究し、⽣態系における⽣物の多様性及び環

境との関係性を⾒いだして表現している。

思考
判断
表現

5②⼈間活動による⽣態系への影響

㋐植⽣と遷移

①植⽣と環境の関わり

4

5

5

5

4

5

3

6

単元テスト

ワークシート

単元テスト

ワークシート・授業観察

3



◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

○

○ ◎ ○

○ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

◎ ◎ 1

○ ◎ ○
○ ◎ ○

◎ ◎ 1

①遺伝⼦とその変化

3資料２ ワークシート

ワークシート

実験１ ワークシート・授業観察

主体的に学習
に取り組む態

度

・⽣命の起源と細胞の進化、及び遺伝⼦の変化と進化の仕組
みに関する事物・現象に主体的に関わり、それらに対する気
付きから課題を設定し解決しようとするなど科学的に探究し
ようとしている。

思考
判断
表現

・資料から、⽣物の進化と地球環境の変化との関連に気付く
ことができる。
・突然変異によって⽣物の形質が変化することがあることに
気付くことができる。
・資料から、有性⽣殖によって遺伝⼦の多様な組み合わせが
⽣じることに気付くことができる。
・実験から、遺伝⼦頻度が変化する要因に気付くことができ
る。

単元テスト

実験２ ワークシート・授業観察

実験３ ワークシート・授業観察

⽬ 標

⽣物や⽣物現象に関わり、理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ、⾒通しをもって観察、実験を⾏うことなどを通して、⽣物や⽣物現象を科学的に探究するために必要な資質・能⼒を育成することを⽬指す。

（１）⽣物学における基本的な概念、原理・法則などについての系統的な理解を深め、科学的に探求するために必要な知識や技能を⾝に付けるようにする。【知識及び技能】
（２）⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を養う。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】
（３）⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，⽣命を尊重し，⾃然環境の保全に寄与する態度を養う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

評価⽅法

第1章 ⽣物の進化

ワークシート

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

資料１ ワークシート知識・技能

・⽣物の進化を地球環境の変化と関連付けて理解している。
・突然変異と⽣物の形質の変化との関係を⾒いだして理解し
ている。
・遺伝⼦の組み合わせの変化について理解している。
・遺伝⼦頻度が変化する要因を⾒いだして理解している。

②遺伝⼦の組み合わせ
の変化

①進化のしくみ

②種分化

3

ワークシート

資料３

学年 2 クラス ３組 校⻑検印

教科書
（出版社）

⾼等学校 ⽣物 （第⼀学習社） 教頭検印

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理数 科⽬名 理数⽣物 単位数 3 学科・コース 理数科

資料４ ワークシート

○

○

資料５ ワークシート

ワークシート

ワークシート

○ ワークシート

第2章 ⽣物の系統
と進化

知識・技能

・⽣物の系統と塩基配列やアミノ酸配列との関係を⾒いだし
て理解している。
・⼈類の系統と進化を形態的特徴などと関連付けて理解して
いる。

思考
判断
表現

・資料から、アミノ酸配列の違いから⽣物の系統関係を推定
できることに気付くことができる。
・資料から、類⼈猿からヒトへの進化の過程を考察できる。

主体的に学習
に取り組む態

度

・⽣物の系統と進化に関する事物・現象に主体的に関わり、
それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとするな
ど科学的に探究しようとしている。

１．⽣物の系統

２．⼈類の系統と進化

①⽣物の系統と分類

②細菌（バクテリア）
とアーキア（古細菌）
③真核⽣物（ユーカリ
ア）

１．⽣命の起源と細胞の進化

２．遺伝⼦の変化と遺伝⼦の
組み合わせの変化

①⽣命の誕⽣

②細胞の進化

4

5

単元テスト

資料６ ワークシート

単元テスト

3

4

6

1

３．進化のしくみ

単元テスト

3

○◎



○ ◎ ○
○
○
◎ ◎ 1

○ 1

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○
○ ◎

◎ ○
○ ◎
○

◎ ○
◎ ◎ 1
○ 1

実験４ 実験５ ワークシート・授業観察

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・光合成をエネルギーの流れと関連付けて理解している。
・呼吸をエネルギーの流れと関連付けて理解している。

１．代謝とエネルギー ①同化と異化

実験６ ワークシート・授業観察

・代謝に関する事物・現象に主体的に関わり、それらに対す
る気付きから課題を設定し解決しようとするなど科学的に探
究しようとしている。

ワークシート

・資料から、光エネルギーから有機物の合成に⾄るまでの古
光合成におけるエネルギーの流れに気付くことができる。
・資料から、ATPの合成に⾄るまでの呼吸におけるエネル
ギーの流れに気付くことができる。
・アルコール発酵が温度から受ける影響についての仮説を設
定することができる。

２．炭酸同化

①光合成と葉緑体

②光合成の過程

３．異化

ワークシート

実験８ ワークシート・授業観察

資料８ ワークシート

②発酵

単元テスト

ワークシート・授業観察
①呼吸とミトコンドリア

１．DNAの複製

ワークシート

単元テスト

ワークシート

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・細胞を構成する物質を細胞の機能と関連付けて理解してい
る。
・タンパク質の機能を⽣命現象と関連付けて理解している。

１．⽣体物質と細胞

思考
判断
表現

・資料から、⽣体膜の構造について考察することができる。
・外的条件が酵素に与える影響を検証する計画を⽴案するこ
とができる。
・実験から、加熱によって酵素が変性して機能を失うことを
考察することができる。

②膜輸送タンパク質
主体的に学習
に取り組む態

度

・細胞と分⼦に関する事物・現象に主体的に関わり、それら
に対する気付きから課題を設定し解決しようとするなど科学
的に探究しようとしている。

２．タンパク質の構造と性質
①タンパク質の構造と
性質

①酵素

①DNAの構造と複製

２．遺伝⼦の発現
○

知識・技能
・DNAの複製のしくみを理解している。
・遺伝⼦の発現のしくみを理解している。

①転写

○②翻訳

主体的に学習
に取り組む態

度

・遺伝情報とその発現に関する事物・現象に主体的に関わ
り、それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとす
るなど科学的に探究しようとしている。

第5章 遺伝情報と
その発現

第3章 細胞と分⼦

知識・技能

思考
判断
表現第4章 代謝

知識・技能

主体的に学習
に取り組む態

度

①細胞を構成する物質

③受容体
３．⽣命現象とタンパク質

単元テスト

7

○

演習１ ワークシート・授業観察

資料９

ワークシート

ワークシート

単元テスト
ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート
実験７

3

4

2

3

7

2ワークシート

6

1

92

○



○

○ ◎ ○

○

○ ◎ ○

○

○ ◎ ○

◎ ◎ 1
○

○

◎ ◎ 1

○

○

○
○ ◎ ○

○
○ ◎ ○
○ 1

ワークシート

○ ワークシート・授業観察

２．遺伝⼦を扱う技術の応⽤
遺伝⼦を扱う技に関する事物・現象に主体的に関わり、それ
らに対する気付きから課題を設定し解決しようとするなど科
学的に探究しようとしている。

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・遺伝⼦を扱う技術の原理と有⽤性を理解している。

知識・技能

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・遺伝⼦の発現が調節されていることを⾒いだして理解して
いる。
・転写の調節をタンパク質と関連付けて理解している。
・発⽣の過程における分化を遺伝⼦の発現調節と関連付けて
理解している。

ワークシート

資料１０ ワークシート

ワークシート

観察１

①遺伝⼦の発現調節

①動物の配偶⼦形成と
受精

１．遺伝⼦の発現調節

２．発⽣と遺伝⼦の発現

④発⽣過程にみられる
多様性と共通性

思考
判断
表現

・資料から、状況に応じて遺伝⼦の発現が調節されているこ
とに気付くことができる。
・資料から、遺伝⼦の発現が調節されることで、胚の領域ご
とに異なる遺伝⼦が発現することについて考察することがで
きる。

・発⽣と遺伝⼦発現に関する事物・現象に主体的に関わり、
それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとするな
ど科学的に探究しようとしている。

単元テスト

○

ワークシート

①動物の⾏動 ワークシート

○ ワークシート

①⼈間⽣活への応⽤

②遺伝⼦を扱う際の課
題

③ニューロンによる電
気的な信号の⽣成とそ
れを伝えるしくみ

⑥効果器

単元テスト

ワークシート

ワークシート

ワークシート

資料１１ ワークシート

ワークシート①遺伝⼦の単離と増幅
②遺伝⼦の構造や発現
を解析する⽅法

ワークシート・授業観察

②ショウジョウバエの
発⽣における遺伝⼦の
発現調節

③カエルの発⽣におけ
る遺伝⼦の発現調節

○

・細胞への遺伝⼦導⼊を⾏い、遺伝⼦の発現調節について考
察することができる。

○

実験９○◎

・外界の刺激を受容し、神経を介して反応するしくみを関与
する細胞の特性と関連付けて理解している。
・盲斑検査の過程を適切に⾏い、盲斑の形を正しく作図して
いる。
・動物の⾏動には、⽣得的なものと習得的なものがあること
を理解している。
・動物の⾏動について、神経系における情報の流れを関連付
けて理解している。

１．刺激の受容と反応

①刺激の受容と反応 ワークシート

②神経系とニューロン ワークシート

思考
判断
表現

・資料から、運動ニューロンの活動電位と筋収縮の関係を考
察することができる。
・資料から、運動ニューロンにおけるEPSPの変化と、えら
のひっこめ反射の変化から、慣れが起こるしくみを考察する
ことができる。

ワークシート
資料１２ ワークシート

④受容器

⑤中枢神経系の構造と
反応

ワークシート
実験１０ ワークシート・授業観察

○

10

第7章 遺伝⼦を扱
う技術とその応⽤

第6章 遺伝⼦の発
現調節と発⽣

主体的に学習
に取り組む態
度

思考
判断
表現

主体的に学習
に取り組む態
度

知識・技能

知識・技能

１．遺伝⼦を扱う技術
③遺伝⼦の機能を解析
する⽅法

11

ワークシート○

単元テスト

ワークシート

○ ワークシート

8

3

1

2

単元テスト

9第8章 動物の反応
と⾏動

２．動物の⾏動

9

2



○
○
○ ◎ ○
◎ ◎ 1
○

○ ◎ ○

◎ ◎ 1

○

○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○

○

○ ◎ ○

○
○ ◎ ○
○
○ ◎ ○
○
○
○ ◎ ○
○
○ ◎ ○
◎ ◎ 1

①植物の刺激の受容と
情報の伝達

ワークシート
１．植物と環境

③習得的⾏動と学習
ワークシート

①被⼦植物の受精と胚
発⽣

実験１１

・個体群の変動に影響を与える要因を⾒いだし、仮説を設定
することができる。また、仮説が正しいかどうか検証するこ
とができる。
・２種を混合培養した実験の結果から、異種間でも競争が⾒
られることに気付くことができる。
・⽣態系におけるエネルギーの流れを、物質の移動と関連づ
けて考察することができる。
・⼈間活動が⽣態系に与えている影響を考察することができ
る。
・⽣態系に影響を与える⼈間活動について調べ、⽣態系の保
全について考えることができる。

資料１３

②⽣得的⾏動

⑤果実の成⻑と成熟，
落葉・落果

⑤多様な種が共存する
しくみ

①物質⽣産

１．個体群と⽣物群集

２．⽣態系の物質⽣産と消費
ワークシート・授業観察
ワークシート

資料１５ ワークシート

①個体群とその特徴

②個体群の変動と維持

資料１４ ワークシート

②物質とエネルギーの
移動

ワークシート・授業観察

ワークシート

12

1

2

知識・技能

知識・技能

思考
判断
表現

２．植物の⼀⽣と植物ホルモ
ン

②種⼦の発芽と光環境

3

3

第10章 ⽣態系の
しくみと⼈間の関

わり

主体的に学習
に取り組む態

度

・⽣態系のしくみと⼈間の関わりに関する事物・現象に主体
的に関わり、それらに対する気付きから課題を設定し解決し
ようとするなど科学的に探究しようとしている。
・観察から、個体群は成⻑し続けないことに気づき、新たに
⽣じた疑問を解決する⼿⽴てを⾃ら考えようとしている。
・⼈間活動が⽣態系に与える影響について積極的に調査し、
科学的に探究しようとしている。 ②⼈間活動と⽣態系の

変化

①⽣態系と⽣物多様性

ワークシート

○ ワークシート

○

ワークシート

ワークシート・授業観察

思考
判断
表現

・植物の成⻑や反応に植物ホルモンが関わることを⾒いだし
て理解している。
・被⼦植物の配偶⼦形成と受精、胚の形成過程、花の形態形
成などの器官分化と植物ホルモンの関わりを理解している。

・ダイコンの芽⽣えがリンゴの果実から受ける影響について
仮説を設定し、実験結果をもとに仮説を検証することができ
る。

観察２

○

○

○④花芽形成と花の形成

③植物の環境応答と成
⻑

○

・個体群が維持されるしくみや個体間の関係性を⾒いだして
理解している。
・⽣物群集が維持されるしくみや個体群間の関係性を⾒いだ
して理解している。
・⽣態系における物質⽣産およびエネルギーの移動と⽣態系
での物質循環とを関連づけて理解している。
・⼈間活動が⽣態系に与えている影響を理解している。

③個体群内の相互作⽤

④個体群間の相互作⽤

ワークシート

単元テスト
調査１ レポート

ワークシート

ワークシート

観察３ ワークシート・授業観察

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

観察４
ワークシート

9

8

2

6３．⽣態系と⼈間⽣活
③⽣物多様性の保全と
その意義

単元テスト

・動物の反応の⾏動に関する事物・現象に主体的に関わり、
それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとするな
ど科学的に探究しようとしている。

主体的に学習
に取り組む態
度

単元テスト 単元テスト

に関する事物・現象に主体的に関わり、それらに対する気付
きから課題を設定し解決しようとするなど科学的に探究しよ
うとしている。

主体的に学習
に取り組む態
度

単元テスト 単元テスト

ワークシート

6

ワークシート
ワークシート

資料１６ ワークシート

2

第8章 動物の反応
と⾏動

２．動物の⾏動 2

第9章 植物の成⻑
と環境応答



◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◎ ◎ 1

◎ ◎ 1

4

3

3

実験ワークシート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

実験ワークシート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

【実験】光条件と光合成

【実験】酵素と無機触媒
②酵素と無機触媒には、どのような違いがあるか検証
する。

①⽜⾁を⾷べてヒトの筋⾁が合成された場合、エネル
ギーはどのように変換されているか。ウシの飼料とな
る草が光合成を⾏うところから考える。

②植物の仲間の特徴を整理し、進化の道筋を推測す
る。

③なぞの物体があるとき、どうすれば⽣物か⽣物でな
いかを確認できるか考える。

単元テスト

③動物と植物の呼吸の共通点と相違点を考える。

◎◎

◎○

◎◎

◎○

◎

学習項⽬

①⾝近な⽣物の「⽣息環境」や「⽣息環境に適応した
からだの特徴」について考える

◎○

1

6

(2)⽣物とエネル
ギー

4

5

知識・技能

⽣物とエネルギーの基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を⾝に付けている。

思考
判断
表現

⽣物とエネルギーについて、観察、実験などを通
して探究し、多様な⽣物がもつ共通の特徴を⾒い
だして表現している。

7 主体的に学習
に取り組む態

度

⽣物とエネルギーについて主体的に関わり、⾒通
しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探
求しようとしている。

主体的に学習
に取り組む態

度

⽣物の共通性について主体的に関わり、⾒通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探求し
ようとしている。

思考
判断
表現

④光を当てないと植物の葉のデンプンはどれくならい
で無くなるか検証する。

単元テスト

○

◎◎

単元テスト

プレゼンテーション
振り返りシート

評価⽅法

(1)⽣物の共通性

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

備考（観察・実験や指導上の
留意点）

知識・技能

⽣物の共通性と多様性の基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を⾝に付けている。

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 ⽣物探究 単位数 2 学科・コース 普通科 学年 3 クラス １・２組 校⻑検印

⽣物の共通性について、観察、実験などを通して
探究し、多様な⽣物がもつ共通の特徴を⾒いだし
て表現している。

教科書
（出版社）

⾼等学校 ⽣物基礎 （第⼀学習社） 教頭検印

⽬ 標

１年次に⽣物基礎で学習した内容を基礎として、⽣物や⽣物現象に関わり，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，⽣物や⽣物現象を科学的に探究するために必要な資質・能⼒
を次のとおり育成することを⽬指す。
（１）⽇常⽣活や社会との関連を図りながら，⽣物や⽣物現象について理解するとともに，⽣物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を⾝に付
けるようにする。【知識及び技能】
（２）観察、実験などを⾏い、科学的に探究する⼒を養う。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】
（３）⽣物や⽣物現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度と、⽣命を尊重し、⾃然環境の保全に寄与する態度を養う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

単元テスト

3

4

3

3



◎ ◎ 1

◎ ◎ 1

◎ ◎ 1

◎ ◎ 1

4

3

3

4

4

4

4

3

4

4

4

レポート
振り返りシート

ワークシート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

プレゼンテーション
振り返りシート

レポート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

プレゼンテーション
振り返りシート

レポート
振り返りシート

ワークシート
振り返りシート

レポート
振り返りシート

実験ワークシート
振り返りシート

○

◎○

◎◎

【実験】様々な⽣物の細胞周期

免疫について、観察、実験などを通して探究し、
免疫の働きの特徴を⾒いだして表現している。

思考
判断

10

2

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

③ＤＮＡの複製で、遺伝情報を間違えて複製した際、
細胞はどのように修復しているか調べる。

②様々な⽣物の細胞周期の時間を検証する。

①「ＤＮＡ」「遺伝⼦」「ゲノム」が、社会⽣活でど
のように使われているか検証する。

②iPS細胞などの⼈⼯多能性幹細胞をどのように医療や
産業に役⽴てていくか考える。

①mRNAの塩基配列が１塩基が変化したり、失われた
場合、アミノ酸の配列はどのように変化する可能性が
あるか検証する。

①⽣物の死と、脳死の違いについて整理し、⾃分の考
えをまとめる。

②損傷した脳を回復させたり、再⽣させたりするため
にどのような研究が進められているか調査する。

③ホルモンが含まれている医薬品にはどのようなもの
があるか。またその医薬品にはどのような効果がある
か調査する。

③免疫チェックポイント阻害剤を⽤いた場合、からだ
の中でどのような不都合が起こりうるか考える。

②私たちが⽇和⾒感染症を発症しないのはなぜか考え
る。

①mRNAワクチンがこれまでのワクチンと⽐べて優れ
ている点を調査する。

9

(3)遺伝⼦の本体と
構造

知識・技能

遺伝⼦の本体について、遺伝情報とDNAの基本的
な概念や原理・法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を
⾝に付けている。

思考
判断
表現

遺伝情報とタンパク質について、観察、実験など
を通して探究し、遺伝⼦とその働きの特徴を⾒い
だして表現している。

単元テスト

思考
判断
表現

遺伝⼦の本体と構造について、観察、実験などを
通して探究し、遺伝⼦とその働きの特徴を⾒いだ
して表現している。

◎○

◎◎

◎○

◎○

主体的に学習
に取り組む態

度

(6)免疫

知識・技能

免疫について、基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探求するために
必要な観察、実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を⾝に付けている。

主体的に学習
に取り組む態

度

免疫に主体的に関わり、⾒通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探求しようとしてい
る。

情報の伝達と体内環境の維持について主体的に関
わり、⾒通しをもったり振り返ったりするなど、
科学的に探求しようとしている。

単元テスト

◎○

◎○

◎◎

単元テスト

◎○

◎

3

2

主体的に学習
に取り組む態

度

単元テスト

知識・技能

遺伝情報とタンパク質について、基本的な概念や
原理・法則などを理解しているとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を⾝に付けて
いる。

遺伝⼦の本体と構造について主体的に関わり、⾒
通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に
探求しようとしている。

主体的に学習
に取り組む態

度

11

1

12

(4)遺伝情報とタン
パク質

思考
判断
表現

情報の伝達と体内環境の維持について、観察、実
験などを通して探究し、遺伝⼦とその働きの特徴
を⾒いだして表現している。

(5)情報の伝達と体
内環境の維持

知識・技能

情報の伝達、体内環境の維持の仕組みの基本的な
概念や原理・法則などを理解しているとともに、
科学的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を⾝に
付けている。

遺伝情報とタンパク質について主体的に関わり、
⾒通しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探求しようとしている。



◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◎ ○ 2

◎ ◎ 2

◎ 4

⽬ 標

様々な事象に関わり，数学的な⾒⽅・考え⽅や理科の⾒⽅・考え⽅を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な資質・能⼒を育成することを⽬指す。

（１）対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を⾝に付けるようにする。【知識及び技能】
（２）多⾓的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関する課題を設定して探究し，課題を解決する⼒を養うとともに創造的な⼒を⾼める。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】
（３）様々な事象や課題に主体的に向き合い，粘り強く考え⾏動し，課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度，探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養
う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

評価⽅法

第１章
探究テーマの設定

テーマの設定が⾮常に重要である
ことを認識させる。

ワークシート

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

備考（観察・実験や指導上の留意
点）

知識・技能
テーマについて⽂献等で調べ，原理を理解するこ
とができる。

2

レポート

主体的に学習
に取り組む態

度

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

テーマを細分化し，分析させ，そ
の中でテーマにふさわしい切り⼝
や視点を探して，焦点をしぼって
いくように指導する。

⽇誌
ClassNoteBook

4

テーマの焦点をしぼり，検証できるテーマを設定
できている。

思考
判断
表現

5

学年 3 クラス ３組 校⻑検印

教科書
（出版社）

ー 教頭検印

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理数 科⽬名 理数探究 単位数 2 学科・コース 理数科

第２章
仮説の設定

知識・技能
根拠に基づいて適切な仮説を⽴てることができ
る。

思考
判断
表現

検証可能な仮説を⽴て，その根拠を説明すること
ができる。

主体的に学習
に取り組む態

度

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

2

２．テーマについて調べる

１．テーマを考える

学習項⽬

◎○

３．テーマを決める

仮説は，探究の到達⽬標と捉える
ことができる。到達⽬標がない状
態で，探究を進めることは困難で
ある。なぜ仮説を⽴てる必要があ
るのか，仮説はどのようなステッ
プで⽴てるのかについて理解させ
る。

校外研修（GODAC：国際海洋環境情報センター）

１．仮説を⽴てる ○

⽇誌
テーマについてよく調べることの
重要性を理解させる。

⽇誌
ClassNoteBook

◎○

1

6



◎ ◎ ◎ 12

◎ 2

◎ 2

◎ ◎ 2

◎ ○ 4

条件制御や対照実験，精度を上げる⼯夫など，探
究計画に必要な知識・技能を⾝につけている。

思考
判断
表現

条件制御や対照実験，精度などを考慮して，探究
計画を⽴てることができる。

データを適切に評価し，その関係を分析するなど
して，論理的に結論を導くことができる。

データを評価し，その関係を分析するための⽅法
を⾝につけている。

１．データの性質

３．探究ノートの書き⽅

２．実験を計画する

１．探究計画を⽴てる

校外研修（OIST：沖縄科学技術⼤学院⼤学）

主体的に学習
に取り組む態

度

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

7

第3章
探究計画の⽴案・
実践

知識・技能

思考
判断
表現

知識・技能

ワークシート

実験・観察・調査の結果だけでな
く，調べたこと，考えたことなど
についても記録しておくことの重
要性を理解させる。

◎ 2

量的データと質的データを区別で
きるように指導する。2 次元（ま
たは，多次元）のデータを分析す
る際には，その関連を調べること
も重要であることを理解させる。

ワークシート

データの質と量が仮説を検証する
ために⼗分でないと判断され
た場合には，検証計画を⽴て直し
て観察，実験，調査等を再度⾏わ
せる。

⽇誌
ClassNoteBook

探究ノート

データの特徴を把握するために
は，適切に集計・可視化を⾏うこ
とが重要であることを理解させ
る。

ワークシート

時間・設備・協⼒者・指導者など
の制約があるので，そのような環
境の中で実⾏できる検証⽅法を検
討するように指導する。

⽇誌
ClassNoteBook

4
⽇誌

ClassNoteBook

4

実験を計画する際に，考えなけれ
ばいけないことや，実験⽅法のデ
ザインの仕⽅を指導する。
また，安全に実験を⾏うための注
意点についても指導する。

レポート

○◎

○◎

1

6

２．データの特徴と関連

３．データの分析結果とその評価

４．観察・実験・調査の実施

測定操作を正確かつ精密に⾏った
かということに加えて，操作して
いる条件以外の条件が揃っていた
かを検討させる。また，環境や⽤
いた器具等に関する情報も同時に
記録を残しておき，データについ
て評価できるようにしておくよう
に指導する。

⽇誌
ClassNoteBook

探究ノート

第4章
分析・考察・推論



○ ○ ◎ 4

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

主体的に学習
に取り組む態

度

２．ポスターの作成⽅法 ○◎◎

⽇誌
ワークシート

4

中間報告会
様々な視点から探究の内容につい
て評価や助⾔を受けることの重要
性を理解させる。

⽇誌
評価シート

発表

4

2

4

発表することの重要性，また発表
には⽅法と約束があることを⽣徒
に理解させる。

◎１．発表するにあたって

４．結果の考察・推論

◎◎
⽇誌

ClassNoteBook
論⽂(要旨)

⽇誌
ClassNoteBook

探究ノート

10

9

知識・技能

知識・技能
報告書、論⽂(要旨)に必要な要素とその表現⽅法
を理解している。

思考
判断
表現

適切な分量・構成・内容・表現の報告書、論⽂
(要旨)を期限までに作成することができる。

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

主体的に学習
に取り組む態
度

思考
判断
表現

ポスター・スライドの構成要素や表現⽅法を理解
し，効果的な伝達⽅法を⾝につけている。

整理された内容のポスター・スライドを効果的な
構成・表現を考慮して作成し，⼗分練習したうえ
で発表を⾏っている。

◎

2

⽇誌
ポスター

ポスター発表⽤のポスターのつく
り⽅を理解させる。

11

第５章
成果の集約

１．報告書、論⽂(要旨)の書き⽅

探究した結果をまとめて発表する
ための基本的な技能を⾝に付けさ
せる。また，公の場に提出された
成果は，容易に他の研究者が参照
することが可能になり，成果が社
会に還元され共有されることにな
る。そのことの重要性を⽣徒に認
識させる。

第4章
分析・考察・推論

第6章
成果の表現・伝達

得られたデータを分析し，傾向や
法則性，特徴などを⾒いだして考
察し推論することで，仮説を検証
させる。その際，科学的な根拠な
どを踏まえ，論理的な思考に基づ
いて⾏うように指導する。

○



3 1 ◎ ◎ ◎ 4

○◎◎３．スライドの作成⽅法

最終報告会
様々な視点から探究の内容につい
て評価や助⾔を受けることの重要
性を理解させる。

⽇誌
評価シート

発表

4
⽇誌

スライド
⼝頭発表スライドのつくり⽅を理
解させる。

12
指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

主体的に学習
に取り組む態
度

第6章
成果の表現・伝達

2



◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

○

○ ◎ ○

○ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

◎ ◎ 1

○ ◎ ○
○ ◎ ○

①遺伝⼦とその変化

3資料２ ワークシート

ワークシート

実験１ ワークシート・授業観察

主体的に学習
に取り組む態

度

・⽣命の起源と細胞の進化、及び遺伝⼦の変化と進化の仕組
みに関する事物・現象に主体的に関わり、それらに対する気
付きから課題を設定し解決しようとするなど科学的に探究し
ようとしている。

思考
判断
表現

・資料から、⽣物の進化と地球環境の変化との関連に気付く
ことができる。
・突然変異によって⽣物の形質が変化することがあることに
気付くことができる。
・資料から、有性⽣殖によって遺伝⼦の多様な組み合わせが
⽣じることに気付くことができる。
・実験から、遺伝⼦頻度が変化する要因に気付くことができ
る。

単元テスト

実験２ ワークシート・授業観察

実験３ ワークシート・授業観察

⽬ 標

⽣物や⽣物現象に関わり、理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ、⾒通しをもって観察、実験を⾏うことなどを通して、⽣物や⽣物現象を科学的に探究するために必要な資質・能⼒を育成することを⽬指す。

（１）⽣物学における基本的な概念、原理・法則などについての系統的な理解を深め、科学的に探求するために必要な知識や技能を⾝に付けるようにする。【知識及び技能】
（２）⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を養う。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】
（３）⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，⽣命を尊重し，⾃然環境の保全に寄与する態度を養う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

評価⽅法

第1章 ⽣物の進化

ワークシート

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

資料１ ワークシート知識・技能

・⽣物の進化を地球環境の変化と関連付けて理解している。
・突然変異と⽣物の形質の変化との関係を⾒いだして理解し
ている。
・遺伝⼦の組み合わせの変化について理解している。
・遺伝⼦頻度が変化する要因を⾒いだして理解している。

②遺伝⼦の組み合わせ
の変化

①進化のしくみ

②種分化

3

ワークシート

資料３

学年 3 クラス ３組 校⻑検印

教科書
（出版社）

⾼等学校 ⽣物 （第⼀学習社） 教頭検印

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理数 科⽬名 理数⽣物 単位数 3 学科・コース 理数科

第2章 ⽣物の系統
と進化

資料４ ワークシート

○

○

資料５ ワークシート

ワークシート

ワークシート

・⽣物の系統と塩基配列やアミノ酸配列との関係を⾒いだし
て理解している。
・⼈類の系統と進化を形態的特徴などと関連付けて理解して
いる。 １．⽣物の系統

①⽣物の系統と分類

②細菌（バクテリア）
とアーキア（古細菌）
③真核⽣物（ユーカリ
ア）

4

5

１．⽣命の起源と細胞の進化

２．遺伝⼦の変化と遺伝⼦の
組み合わせの変化

①⽣命の誕⽣

②細胞の進化

知識・技能 4

３．進化のしくみ

単元テスト

3

1



◎ ◎ 1

○ ◎ ○
○
○
◎ ◎ 1

○ 1

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○
○ ◎

◎ ○
○ ◎
○

◎ ○
◎ ◎ 1
○ 1

6

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・光合成をエネルギーの流れと関連付けて理解している。
・呼吸をエネルギーの流れと関連付けて理解している。

１．代謝とエネルギー ①同化と異化

主体的に学習
に取り組む態

度

・資料から、光エネルギーから有機物の合成に⾄るまでの古
光合成におけるエネルギーの流れに気付くことができる。
・資料から、ATPの合成に⾄るまでの呼吸におけるエネル
ギーの流れに気付くことができる。
・アルコール発酵が温度から受ける影響についての仮説を設
定することができる。

２．炭酸同化

①光合成と葉緑体

②光合成の過程

１．DNAの複製

２．遺伝⼦の発現

知識・技能

ワークシート

実験８ ワークシート・授業観察

資料８ ワークシート

ワークシート

①DNAの構造と複製

演習１ ワークシート・授業観察

資料９

②発酵

ワークシート

実験６ ワークシート・授業観察

ワークシート

第2章 ⽣物の系統
と進化

ワークシート・授業観察
ワークシート

単元テスト

○
思考
判断
表現

・資料から、アミノ酸配列の違いから⽣物の系統関係を推定
できることに気付くことができる。
・資料から、類⼈猿からヒトへの進化の過程を考察できる。

主体的に学習
に取り組む態

度

・⽣物の系統と進化に関する事物・現象に主体的に関わり、
それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとするな
ど科学的に探究しようとしている。

主体的に学習
に取り組む態

度

・細胞と分⼦に関する事物・現象に主体的に関わり、それら
に対する気付きから課題を設定し解決しようとするなど科学
的に探究しようとしている。

２．タンパク質の構造と性質

２．⼈類の系統と進化

①細胞を構成する物質

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・細胞を構成する物質を細胞の機能と関連付けて理解してい
る。
・タンパク質の機能を⽣命現象と関連付けて理解している。

１．⽣体物質と細胞

・資料から、⽣体膜の構造について考察することができる。
・外的条件が酵素に与える影響を検証する計画を⽴案するこ
とができる。
・実験から、加熱によって酵素が変性して機能を失うことを
考察することができる。

②膜輸送タンパク質

①タンパク質の構造と
性質

①酵素 実験４ 実験５

○

・代謝に関する事物・現象に主体的に関わり、それらに対す
る気付きから課題を設定し解決しようとするなど科学的に探
究しようとしている。

・DNAの複製のしくみを理解している。
・遺伝⼦の発現のしくみを理解している。

①転写

○②翻訳

③受容体

7

第5章 遺伝情報と
その発現

第3章 細胞と分⼦

知識・技能

思考
判断
表現第4章 代謝

知識・技能

主体的に学習
に取り組む態

度

思考
判断
表現

○ 3

4

2

3

①呼吸とミトコンドリア

・遺伝情報とその発現に関する事物・現象に主体的に関わ
り、それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとす
るなど科学的に探究しようとしている。

ワークシート
３．⽣命現象とタンパク質

単元テスト

単元テスト

○

○◎ 資料６ ワークシート

単元テスト

ワークシート

2ワークシート

3

３．異化 7

単元テスト 単元テスト
ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート
実験７ ワークシート・授業観察

1

2 9



○

○ ◎ ○

○

○ ◎ ○

○

○ ◎ ○

◎ ◎ 1
○

○

◎ ◎ 1

○

○

○
○ ◎ ○

○
○ ◎ ○
○ 1

知識・技能

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・遺伝⼦の発現が調節されていることを⾒いだして理解して
いる。
・転写の調節をタンパク質と関連付けて理解している。
・発⽣の過程における分化を遺伝⼦の発現調節と関連付けて
理解している。

ワークシート

資料１０ ワークシート

ワークシート

観察１

①遺伝⼦の発現調節

①動物の配偶⼦形成と
受精

・細胞への遺伝⼦導⼊を⾏い、遺伝⼦の発現調節について考
察することができる。

ワークシート○

実験９○◎○ ワークシート・授業観察

２．遺伝⼦を扱う技術の応⽤
遺伝⼦を扱う技に関する事物・現象に主体的に関わり、それ
らに対する気付きから課題を設定し解決しようとするなど科
学的に探究しようとしている。

①⼈間⽣活への応⽤

②遺伝⼦を扱う際の課
題

ワークシート・授業観察

③ニューロンによる電
気的な信号の⽣成とそ
れを伝えるしくみ

⑥効果器

単元テスト

ワークシート

ワークシート

ワークシート

④発⽣過程にみられる
多様性と共通性

ワークシート

資料１１ ワークシート

ワークシート

①動物の⾏動 ワークシート

○ ワークシート

②ショウジョウバエの
発⽣における遺伝⼦の
発現調節

③カエルの発⽣におけ
る遺伝⼦の発現調節

○

○

１．遺伝⼦の発現調節

２．発⽣と遺伝⼦の発現

①遺伝⼦の単離と増幅
②遺伝⼦の構造や発現
を解析する⽅法

ワークシート

思考
判断
表現

・資料から、運動ニューロンの活動電位と筋収縮の関係を考
察することができる。
・資料から、運動ニューロンにおけるEPSPの変化と、えら
のひっこめ反射の変化から、慣れが起こるしくみを考察する
ことができる。

ワークシート
資料１２ ワークシート

ワークシート
実験１０ ワークシート・授業観察

ワークシート

ワークシート

11

10

第7章 遺伝⼦を扱
う技術とその応⽤

思考
判断
表現

主体的に学習
に取り組む態
度

④受容器

⑤中枢神経系の構造と
反応

１．遺伝⼦を扱う技術
③遺伝⼦の機能を解析
する⽅法

知識・技能

・外界の刺激を受容し、神経を介して反応するしくみを関与
する細胞の特性と関連付けて理解している。
・盲斑検査の過程を適切に⾏い、盲斑の形を正しく作図して
いる。
・動物の⾏動には、⽣得的なものと習得的なものがあること
を理解している。
・動物の⾏動について、神経系における情報の流れを関連付
けて理解している。

１．刺激の受容と反応

①刺激の受容と反応

②神経系とニューロン

知識・技能

・実験・観察に関する器具の取り扱い⽅が適切に⾝について
いる。
・遺伝⼦を扱う技術の原理と有⽤性を理解している。

思考
判断
表現

・資料から、状況に応じて遺伝⼦の発現が調節されているこ
とに気付くことができる。
・資料から、遺伝⼦の発現が調節されることで、胚の領域ご
とに異なる遺伝⼦が発現することについて考察することがで
きる。

○

○

ワークシート

8

3

1

2

第6章 遺伝⼦の発
現調節と発⽣

主体的に学習
に取り組む態
度

・発⽣と遺伝⼦発現に関する事物・現象に主体的に関わり、
それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとするな
ど科学的に探究しようとしている。

単元テスト 単元テスト

○ ワークシート

9

２．動物の⾏動

9

2

第8章 動物の反応
と⾏動

単元テスト



○
○
○ ◎ ○
◎ ◎ 1
○

○ ◎ ○

◎ ◎ 1

○

○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

○

○

○ ◎ ○

○
○ ◎ ○
○
○ ◎ ○
○
○
○ ◎ ○
○
○ ◎ ○
◎ ◎ 1

2

1

12

１．植物と環境

③習得的⾏動と学習

②⽣得的⾏動 ワークシート

①被⼦植物の受精と胚
発⽣

⑤果実の成⻑と成熟，
落葉・落果

実験１１ ワークシート・授業観察
①植物の刺激の受容と
情報の伝達

ワークシート

２．⽣態系の物質⽣産と消費
ワークシート・授業観察
ワークシート

資料１５ ワークシート

①個体群とその特徴

②個体群の変動と維持

資料１４ ワークシート

②物質とエネルギーの
移動

ワークシート・授業観察

ワークシート

ワークシート

ワークシート

③個体群内の相互作⽤

④個体群間の相互作⽤

⑤多様な種が共存する
しくみ

①物質⽣産

第10章 ⽣態系の
しくみと⼈間の関

わり

主体的に学習
に取り組む態

度

・⽣態系のしくみと⼈間の関わりに関する事物・現象に主体
的に関わり、それらに対する気付きから課題を設定し解決し
ようとするなど科学的に探究しようとしている。
・観察から、個体群は成⻑し続けないことに気づき、新たに
⽣じた疑問を解決する⼿⽴てを⾃ら考えようとしている。
・⼈間活動が⽣態系に与える影響について積極的に調査し、
科学的に探究しようとしている。 ②⼈間活動と⽣態系の

変化

①⽣態系と⽣物多様性

知識・技能

知識・技能

思考
判断
表現

・個体群の変動に影響を与える要因を⾒いだし、仮説を設定
することができる。また、仮説が正しいかどうか検証するこ
とができる。
・２種を混合培養した実験の結果から、異種間でも競争が⾒
られることに気付くことができる。
・⽣態系におけるエネルギーの流れを、物質の移動と関連づ
けて考察することができる。
・⼈間活動が⽣態系に与えている影響を考察することができ
る。
・⽣態系に影響を与える⼈間活動について調べ、⽣態系の保
全について考えることができる。

２．植物の⼀⽣と植物ホルモ
ン

②種⼦の発芽と光環境

・個体群が維持されるしくみや個体間の関係性を⾒いだして
理解している。
・⽣物群集が維持されるしくみや個体群間の関係性を⾒いだ
して理解している。
・⽣態系における物質⽣産およびエネルギーの移動と⽣態系
での物質循環とを関連づけて理解している。
・⼈間活動が⽣態系に与えている影響を理解している。

１．個体群と⽣物群集

ワークシート

○

資料１３ ワークシート

観察４

思考
判断
表現

・植物の成⻑や反応に植物ホルモンが関わることを⾒いだし
て理解している。
・被⼦植物の配偶⼦形成と受精、胚の形成過程、花の形態形
成などの器官分化と植物ホルモンの関わりを理解している。

・ダイコンの芽⽣えがリンゴの果実から受ける影響について
仮説を設定し、実験結果をもとに仮説を検証することができ
る。

観察２

○

○

○④花芽形成と花の形成

③植物の環境応答と成
⻑

○

ワークシート
資料１６ ワークシート

ワークシート

単元テスト
調査１ レポート

9

8

2

ワークシート

に関する事物・現象に主体的に関わり、それらに対する気付
きから課題を設定し解決しようとするなど科学的に探究しよ
うとしている。

主体的に学習
に取り組む態
度

第9章 植物の成⻑
と環境応答

単元テスト 単元テスト

ワークシート

6

ワークシート

ワークシート

ワークシート

観察３ ワークシート・授業観察

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

○

3

２．動物の⾏動 2第8章 動物の反応
と⾏動

2

6３．⽣態系と⼈間⽣活
③⽣物多様性の保全と
その意義

単元テスト

・動物の反応の⾏動に関する事物・現象に主体的に関わり、
それらに対する気付きから課題を設定し解決しようとするな
ど科学的に探究しようとしている。

主体的に学習
に取り組む態
度

単元テスト 単元テスト


